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Ⅳー３
施策の効果的な推進に向けて

（１）みどりの拠点と軸における施策展開
本計画において、多摩市のみどりの骨格として位置づけた「みどりの拠点」と「みどりの軸」

については、着実な骨格づくりを行うため、みどりの保全確保を推進するとともに、生物多様性

等への配慮や市民の暮らしとの調和への配慮、広域的なみどりのつながりなどのみどりの質にも

言及した多様な施策を、より集中的かつ効果的に組み合わせて展開していきます。

■基本的な視点

これらの一体的な展開

１）「みどりの拠点」の形成に向けた多様な施策の効果的な実施
「みどりの拠点」と位置づけている地域では、主に昔ながらの多摩の里山景観を感じさせる既

存樹林や生産緑地等の自然性の高いみどりがまとまって残されています。

このまとまりあるみどりは、生物多様性の確保や多摩らしい景観形成、レクリエーションの

場等を提供する重要な役割を果たしています。

一方、今回位置づけた「みどりの拠点」の中には、現状ではみどりの質的側面からはやや課

題のある樹林構成や環境ともいえるゴルフ場や樹林のない法面等も含んでいます。これはみど

りを様々な観点から捉え、オープンスペースとしての存在効用の側面や、将来的なポテンシャ

ルも考慮した上で「みどりの拠点」に位置づけています。

「みどりの拠点」では、まとまりある民有樹林の保全施策を中心に、多様な施策を効果的に投

入し、永続的なみどりを確保するとともに、市民の活動交流拠点ともなるみどりを形成してい

きます。

２）「みどりの軸」の形成に向けた多様な施策の効果的な実施
「みどりの軸」は、「みどりの拠点」間をつなぐ河川や斜面林等のみどりが比較的連続しており、

多摩市周辺の広域的なみどりの連携も視野にいれた、連続的なみどりの箇所やその可能性の高

い箇所を位置づけています。

そのため、「みどりの軸」の箇所は、自然度の高いみどりが連続的に展開している「よこやま

の道広域連携軸」がある一方、団地の樹林や公園の樹林、生産緑地地区、まちなかの民有樹林

など多様なみどりが連担している「ニュータウン通り北連携軸」など、様々な特色をもってい

ます。

この「みどりの軸」では、「みどりの拠点」の形成を中心に、地域特性に応じた多様な施策を

効果的に投入し、生物多様性の確保にも寄与するみどりのつながりを形成していきます。

着実な保全確保 持続的な育成管理 市民の関わり＋ ＋
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みどりの拠点と軸における施策展開例

みどりの拠点
みどりの軸
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1
生物多様性の確保に関する取組み
の推進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
拠点や軸となるまとまりある民有
樹林の保全

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

3 まちなかの民有樹林の保全 ◎ ◎ ○ ○ ○

4 生産緑地地区の保全と活用 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 水環境の維持・保全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

6 周辺自治体との広域連携の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
安全安心な暮らしと調和したみど
りの構築

◎ ○ ○ ○ ○

8 みどりの適正な育成管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9
パートナーシップによる公園緑地
等の育成管理

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 身近な緑化の推進 ○ ○ ○ ○

11 公園緑地のリニューアル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 みどりのリサイクルの推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13
みどりに関する活動、環境教育・
環境学習の推進

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 みどりに関する情報発信の充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎主要な施策

○関連する施策

※各施策の具体的取組みについては、p46 ～ 85 を参照して下さい。


